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国土交通省
関東地方整備局ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎとインフラ分野のＤＸの関係

出典：令和５年度国土交通省白書
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国土交通省
関東地方整備局

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 （予定）

○国交省では、ＩＣＴの活用のための基準類を拡充してきており、構造物工へのICT活用を推進。
○今後、中小建設業がICTを活用しやすくなるように小規模工事への更なる適用拡大を検討

ICT土工

ICT舗装工（平成29年度：アスファルト舗装、平成30年度：コンクリート舗装）

ICT浚渫工（河川）

ICT地盤改良工（令和元年度：浅層・中層混合処理、令和２年度：深層混合処理）

ICT浚渫工（港湾）

ICT法面工（令和元年度：吹付工、令和２年度：吹付法枠工）

ICT付帯構造物設置工

ICT舗装工（修繕工）

ICT基礎工・ブロック据付工（港湾）

ICT構造物工
（橋脚・橋台）（基礎工）

ICT海上地盤改良工（床掘工・置換工）

民間等の要望も踏まえ更なる工種拡大

小規模工事

（橋梁上部工）

（暗渠工）

（基礎工拡大）

ＩＣＴ活用工事の工種
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○ 実施要領
○ 積算要領
○ 出来形管理要領
○ 監督・検査要領



国土交通省
関東地方整備局

第17回ICT導入協議会資料
（令和5年9月14日開催）土木工事におけるICT施工の実施状況（全国）

○直轄土木工事のICT施工の実施率は年々増加してきており、2022年度は公告件数の８７％で実施。
○都道府県・政令市におけるICT土工の公告件数・実施件数ともに増加している。

単位：件

※「実施件数」は、契約済工事におけるICTの取組予定（協議中）を含む件数を集計。
※複数工種を含む工事が存在するため、合計欄には重複を除いた工事件数を記載。
※営繕工事を除く。

＜国土交通省の実施状況＞

＜都道府県・政令市の実施状況＞ 単位：件
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国土交通省
関東地方整備局直轄工事におけるICT活用工事の受注実績分析（全国） 第17回ICT導入協議会資料

（令和5年9月14日開催）
一部関東地整において加筆

○地域を地盤とするC、D等級の企業※において、ICT施工を経験した企業は、受注企業全体の6割以上
○2022年度にＩＣＴ施工を新たに経験した企業は113社となった
○更なる生産性向上を図るため、引き続き中小企業への拡大が必要

※直轄工事においては、企業の経営規模等や、工事受注や総合評価の参加実績を勘案し、企業の格付け（等級）を規定

C、Dランク経験企業割合

52.6%. 1,704社（ICT施工経験企業）

3,242社（直轄工事受注企業）
＝＝

3,175社（直轄工事受注企業）

1,591社（ICT施工経験企業）

C、Dランク経験企業割合

50.1%

＜ICT施工の経験企業の割合＞

■一般土木工事の等級別ICT施工経験割合
（2016年度～2021年度の直轄工事受注実績に対する割合）

■一般土木工事の等級別ICT施工経験割合
（2016年度～2022年度の直轄工事受注実績に対する割合）
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国土交通省
関東地方整備局関東地方整備局インフラＤＸ推進体制
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国土交通省
関東地方整備局

１．開催日時
令和5年5月15日（水） 9:30～11:30

２．出席者
関東地整他、２０機関

開 催 概 要
３．議事

・関東地方整備局の取組予定
・各機関からの取組予定

４．開催結果
・各機関からICT、インフラDXの取組予定について報告を行い、情報交換を実施。

関東ＤＸ・ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ推進協議会

各機関からの取組予定
（インフラ分野のDX推進について）

○発注者指定型の拡大

○栃木県（「とちぎインフラDX構想」の策定）

・具体的な取組（一例）

○神奈川県（ASP・遠隔臨場の試行、i-Con実務者部会の設置）

・東京都：ICT土工の対象拡大

・茨城県：ICT土工の対象拡大
土工量 7,000㎥以上 → 5,000㎥以上

・群馬県：ICT土工、ICT舗装工の対象拡大
土工量3,000㎥以上、舗装面積3,000㎡以上を
発注者指定型として実施予定。

・山梨県：中小規模の建設業者へICT施工実施を促すため、
「発注者指定型」での工事を拡大予定。
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国土交通省
関東地方整備局都県ＤＸ・ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ推進連絡会（群馬県の例）

今後２月下旬には千葉県で開催
される等、各都県においてICT施工
の取組を横展開
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国土交通省
関東地方整備局ＤＸ・ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ人材育成センタ－の概要

■建設技術展示館 ＜民間企業や一般・学生向け＞
＜主な実施メニュー＞
 民間企業や一般・学生向けのBIM/CIM体験

やインフラDX体験
 BIM/CIM(VR、MR、UAV等含)の先進的な

設備を利用し、工事安全や高所作業体験等、
民間企業の研修等に活用

 BIM/CIM・ICTの活用事例や効果に関わる技
術をタブレットを用いて情報提供 等 DXパーク

■研修棟・現場実証フィールド

・多くの研修参加を実現するためのWeb受講プログラムの実施
・研修参加者は、Webによる視聴および意見交換を実施
・研修内容は一定期間繰り返し視聴可能とする（アーカイブ化）
・実技研修についても、Web参加者も疑似体験可能とする効率的なカリキュラム
を検討

＜主な実施メニュー＞
 BIM/CIM活用促進に向けた研修・人材育成
 ICT測量・施工の体験実習
 VR・ARを活用した、完成後の建設物の再現やバックホウ、

高所などの施工体験
 ローカル5G通信を活用した現場実証フィールドでのICT

建機を用いた無人化施工実習
 ホログラム表示(MR)を用いた出来形管理実習(土工)
 DXに資するデータやデジタル技術に関する基礎知識、

情報セキュリティ等の習熟 等

＜国や地方公共団体の行政職員、民間技術者向け＞

Web受講、eラーニング等の活用 〜いつでも、どこでも受けられる研修を実現〜

無人化施工実習のイメージ 研修室

ローカル5G通信 ３D-CAD用高性能PC

現場実証フィールド
（ICT施工・無人化施工・５G設備）

関東DX・i-Construction
人材育成センター （研修棟）

建設技術展示館
（建設技術の展示・体験）

～ ＤＸパーク ～

○ インフラ分野のDX推進に向けた人材育成を目的として、地方公共団体を含む発注者及び民間技術者に対する
BIM/CIM活用やICT施工普及促進、 データ/デジタル技術の知識習熟等に関する研修・講習を実施。

○ 民間企業等の最新の建設技術を展示する建設技術展示館（関東技術事務所に併設）や関東DXルームとも
連携し、上記に関連する情報発信を実施。
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国土交通省
関東地方整備局

建設生産プロセス全体の生産性向上に必要となるBIM/CIMを
活用するスキルを持った技術系職員の育成を目的に、BIM/CIM
ソフトウェアの演習を主体とした実践的な講義を実施しBIM/CIM
ソフトウェアを業務改革実現のツールとして活用するための専門
知識の習得と技術力の向上を図ります。

【研修内容】 ・BIM/CIM成果品確認手法
・土工モデルの数量算出手法、
工区割りの検討手法
・構造物モデル作成手法

【実施日】 ①6/26 ②7/5 ③9/26
④10/13  ⑤11/13

建設生産プロセス全体の生産性向上に必要となるBIM/CIMを
活用するスキルを持った技術系職員の育成を目的に、関東ＤＸ・
i-Construction人材育成センター内の実物施設を活用し、
３次元データの計測方法、利活用方法の講義や、ＶＲ・ＭＲ
機器等を活用した実習により、現場で活用可能な専門知識の
習得と技術力の向上を図ります。

【研修内容】 ・地形モデル活用演習
・コンクリート構造物モデル活用演習
・計測手法演習
・ＶＲ機器等の実習

【実施日】 ①7/26 ②10/23 ③11/28

建設生産プロセス全体の生産性向上に必要となるBIM/CIMに
関する基礎的な技術の概要を習得することを目的に、設計・施工・
維持管理段階毎におけるBIM/CIMの活用目的や活用することに
よる有効性等について講義することにより、BIM/CIMの具体的活用
や有効性について理解できます。

【研修内容】 ・BIM/CIMの公共調達とプロセス監理
・測量、地質、土質調査における
BIM/CIM活用
・設計、施工、維持管理における
BIM/CIM活用

【実施日】 ①6/2 ②9/19

令和５年度ＤＸ研修・講習（１／３）

●BIM/CIM研修（発注者向け）
建設生産プロセス全体の生産性向上に必要となるBIM/CIMに
関する基礎的な知識の概要を習得することを目的に、建設分野を
取り巻く課題及びBIM/CIMを活用する意義や国土交通省に
おけるBIM/CIMの取組み状況を講義することにより、BIM/CIMを
活用することの有効性を理解できます。

【研修内容】 ・建設分野を取り巻く課題
・BIM/CIM概要
・BIM/CIM活用目的や取組み状況
・BIM/CIMの技術的な体系
（各種モデルの説明）

【実施日】 ①5/24 ②9/4

BIM/CIM入門 BIM/CIM初級

【対象】国土交通省・地方公共団体職員

BIM/CIM中級

BIM/CIM活用事例

【オンライン】 【オンライン】

【集合・オンライン】
定員 各４０名

BIM/CIM演習

【集合】
定員 各２０名

BIM/CIMを活用するスキルを持った技術系職員の育成を目的に、BIM/CIM活用業務・工事における円滑な事業執行のために、発注者が選定した検討
項目を踏まえ受注者が作成した実施計画書について、発注者として実施内容の妥当性を判断する能力を養い、BIM/CIMに関する適切な指揮、指導が
できるよう専門知識の習得と技術力の向上を図ります。

【研修内容】 ・BIM/CIM原則適用について 【実施日】 ①5/17 ②6/7 ③7/10
・BIM/CIM活用業務・工事の発注時のポイントについて

BIM/CIM上級

【オンライン】

（集合２０名
・オンライン２０名）

土工３次元モデル

VR機器等の実習BIM/CIM成果品確認手法
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国土交通省
関東地方整備局

ハードウェアや通信環境の向上によりクラウド技術等が従前より容易
に利用できる一方、情報流出に注意が必要なことから、最新の情報
セキュリティを習得することにより適切にシステムを活用できるよう、
座学を行います。

【研修内容】 ・セキュリティポリシーの基本
・サイバーセキュリティの動向
・システム構成と課題
・最新の情報セキュリティ技術

【実施日】 11/29

令和５年度ＤＸ研修・講習（２／３）

ICT活用工事の監督・検査等の各段階で実践的な知識として
必要となる技術基準や留意点等を学習し、監督・検査等を通し
受注者への適切な指導ができるように、小規模施工まで対応した
座学及び現場実習を行います。

【研修内容】

【実施日】 ①6/6 ②6/30 ③9/22

ICT活用工事の基礎的な知識取得のため、「①3次元測量、②3
次元設計データ作成、③ICT建設機械による施工、④3次元出来
形管理等の施工管理、⑤3次元データの納品」の５つのプロセスを
全般的に学習し、工事担当者として受注者への適切な対応が出来
るよう小規模施工まで対応した座学及び現場実習を行います。

【研修内容】

【実施日】 ①5/29〜30 ②6/19〜20 ③9/7〜8

ICT施工上級

●ICT施工研修（発注者向け）【対象】国土交通省・地方公共団体職員

※２日目は定員をこえる場合
オンライン配信実施 ・ICT施工概論

・ICT基準類の解説
・3次元設計データの作成から出来形帳票処理
・ＩＣＴ施工における検査の留意点と
書面検査実習
・3次元計測機器による実地検査実習

・ICT施工概要
・3次元計測機器、出来形管理要領の解説
・3次元設計データの作成から出来形帳票処理
・ICT活用工事の実例
・監督・検査のポイント
・3次元計測機器による出来形管理実習
・ICT建設機械の施工見学

【オンライン】（１日目）
【集合】（２日目） 定員 各２０名

※定員をこえる場合オンライン配信実施【集合】 定員 各２０名

●デジタル技術研修（発注者向け）
データ/デジタル

【対象】国土交通省職員

様々なデータ管理を行うサーバ群

技術基礎

【オンライン】

インフラ分野のＤＸ

【オンライン】

ICT施工初級

情報セキュリティ建設生産プロセスの生産性向上を目的として、データ（3D、画像、
映像等）とデジタル技術（AI、5G等）の基礎的な知識を習得
し、システム構築や管理に活用できるよう、座学を行います。

【研修内容】 ・データやネットワークに関する基礎知識
・クラウド、AIの概要
・事例紹介
・最新通信技術

【実施日】 6/27
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国土交通省
関東地方整備局

3次元計測機器を用いた計測及び、３次元設計データを搭載した
建設機械によるマシンガイダンス施工について、実際に現場実証
フィールドで実習を行います。

【講習内容】 ・ICT施工概要
・3次元計測機器による起工測量
・３次元出来形計測実習
・マシンガイダンス施工実習

【実施日】 ①8/4 ②8/28 

令和５年度ＤＸ研修・講習（３／３）

●ICT施工 計測,施工,無人化施工講習,Webセミナー（受発注者向け）【対象】民間技術者、国土交通省・地方公共団体職員
ICT施工
計測講習

災害協定会社・施工会社の技術者を対象に、災害応急復旧等で
作業する建設機械の「無人化施工技術」に関する遠隔操作について
災害応急復旧現場等の工事現場において活用できるように、実際に
現場実証フィールドで操作実習等を行います。

【講習内容】 ・無人化施工について
・無人化施工の取組み
・簡易遠隔操縦装置取付・操作実習
・無人化施工バックホウ操作実習

【実施日】 8/8

ICT施工各分野のエキスパートであるICTアドバイザーを講師に招き、
最新の施工技術や現場での具体的な活用事例、成功・失敗事例
等を紹介します。

定員 なし
定員 各３０名

【セミナー内容】

【実施日】 ①６/12〜16 
②10/2〜6
③12/4〜8

ICT施工
Weｂセミナー

ICT施工
施工講習

・ICT施工概要
・ICTアドバイザー保有技術、
ノウハウの紹介
・ICT施工事例紹介（成功・失敗事例）

・ICT施工概要
・起工測量データ処理
・3次元設計データ作成
・出来形管理、帳票作成

※定員をこえる場合
オンライン配信実施

【集合】 定員 各２０名
※定員をこえる場合オンライン配信実施【集合】 定員 各２０名

無人化
施工講習

※定員をこえる場合 オンライン配信実施【集合】 定員 各２０名
【オンライン】
【集合】

※集合参加は受注者優先

起工測量・設計・出来形管理の各段階で取り扱う3次元データにつ
いて、データ処理から帳票作成までの一連の作業を、ICT活用工事
経験がある施工業者やソフトウェアメーカーによる専用ソフトを用いた
実技形式の実習を行います。

【講習内容】

【実施日】 ①7/4 ②7/14
③7/25 ④7/28
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国土交通省
関東地方整備局３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）
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国土交通省
関東地方整備局

１．はじめに

○ 情報通信技術（ＩＣＴ技術）の活用により、土工については、マシンコントロール又はマシンガイダンスを有するＩＣＴ建設機械による施工やＩＣＴ計測技術を用いた
３次元出来形管理が一般的になっており建設現場の生産性向上に大きな成果をあげてきています。

○ 今後は、事業の上流段階である測量、地質調査、設計から３次元データを導入し 調査・設計、施工、維持管理の各プロセスでBIM/CIMを有効に活用すること
が期待されています。

○ 令和４年３月には、国土交通省にて工種ごとの３次元計測技術を用いた出来形管理要領(案）の改定版が策定されたところです。

○ 関東地方整備局では、受発注者双方が建設現場の生産性向上を図ることを目的として、国土交通省で策定された出来形管理要領(案）を分かりやすく解説し
た『３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）』を作成しました。

○ 共通編（用語の解説、３次元計測技術の概要等）と工種ごとの３次元計測技術を用いた出来形管理編で構成されています。

○ 出来形管理編では、現場条件による計測手法の選択や計測方法、３次元計測を実施する効果や注意点を図解で分かりやすく解説するなど、現場技術者が
３次元出来形計測を実施する際の判断や留意事項を確認する資料として活用できるものです。

○ 本手引き（案）により、 ３次元データが出来形管理に活用され、建設現場の生産性向上に寄与することを期待しています。

第２編 土工編

第３編 舗装工編

第４編 路面切削工編

第５編 河川浚渫工編

第６編 護岸工編

第７編 表層安定処理等・固結工（中層混合処理）編

第８編 固結工（スラリー攪拌工）編

第９編 法面工編

第10編 トンネル工編

第11編 基礎工（矢板工・既設杭工・場所打工）編

第12編 擁壁工編

第13編 構造物工（橋脚・橋台）編

第14編 土工（1,000m3未満）・床掘工・小規模土工・法面整形工編

第１編 共通編

１．用語の解説

２．３次元計測技術を用いた
出来形管理の概要

３．３次元計測技術の概要

４．３次元計測技術に求めら
れる精度

【ホームページ掲載場所】 https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000044.html

３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案） 概要
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国土交通省
関東地方整備局３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案） 概要
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国土交通省
関東地方整備局３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）の解説
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国土交通省
関東地方整備局掲載例 【２．３次元計測技術を用いた出来形管理の概要】

AfterBefore

i-Constructionは、建設現場の生産性を２０２５年度までに２割向上を目的として、以下の取組みを実施している。
✓ICTの全面的な活用（ICT土工）、全体最適の導入（コンクリート工の規格の標準化等）、施工時期の平準化
✓測量から設計、施工、維持管理に至る一連の建設プロセスに関する３次元データを連携・一元化

○i-Constructionの概要

○従来工事の出来形管理（断面管理） ○ICT施工の出来形管理（面管理）
「土木工事施工管理基準及び規格値」により、検尺テープなど

で出来形を計測
「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」により、３次

元計測機器で面管理による出来形計測を実施

土工（盛土工）の場合

断面毎に検測
移動を行う

移動

土工（盛土工）の場合、施工延長４０ｍにつき１カ所測定
（断面管理）

３次元計測機器の例

本体からレーザーを自動的・連続的に発
射し、反射波から点群データを取得

地上型レーザースキャナー

設計面上で点群データと設計面との標高差を出来形として評価
（面管理） 16



国土交通省
関東地方整備局

①空中写真測量
（UAV）

②地上型レーザースキャナー
（TLS）

③地上移動体搭載型
レーザースキャナー（MLS）

④無人航空機搭載型
レーザースキャナー（UAVレーザー）

⑤TSノンプリズム方式
（NTS）

⑥TS等光波方式 ⑦RTK-GNSS ⑧施工履歴データ

⑨地上写真測量 ⑩音響測深機器
⑪モバイル端末を用いた

３次元計測技術

○３次元計測技術の一覧

※ICT建機施工
※GNSSローバー

（衛星測位）

掲載例 【３．３次元計測技術の概要】

表3-1-1 ３次元計測技術一覧

本手引き（案）で対象とする3次元計測技術には以下のものがある。

標準歩掛有 標準歩掛有 標準歩掛有

17



国土交通省
関東地方整備局

特
徴
・留
意
事
項

• 1回の飛行で計測範囲が広く、計測時間が短い
•人が入れない箇所を計測可能
•面的に計測が可能
•航空法をはじめとする関連法令を遵守した作業、手続きが必要（例：飛行する空域や方法等）
•高圧線等による電波障害が予想されるなどGNSS測位ができないエリアは測量できない
•強風時など天候によって計測できない場合がある
•地表面に植物が繁茂している場合は、計測前に伐採が必要
•計測後のデータ処理に時間を要する
• TS等により標定点及び検証点の設置が必要

掲載例 【①空中写真測量（ＵＡＶ）】

○適用工種

UAVに搭載したデジタルカメラで上空から撮影された連続する画像を用いて、対象範囲のオルソ画像（正射変換し
た画像）と、地形や地物等の色付き３次元点群データを取得する手法。

○計測手法の概要

・UAV
・デジタルカメラ
・写真測量ソフトウェア
・３次元設計データ作成ソフトウェア
・点群処理ソフトウェア
・出来高算出ソフトウェア
・出来形帳票作成ソフトウェア

○機器構成

土工、護岸工、表層安定処理等・固結工、固結工（スラリー撹拌工）
法面工、基礎工、擁壁工、構造物工、土工1000m3未満

デジタルカメラ

UAV

標定点

検証点

18



国土交通省
関東地方整備局掲載例 【②地上型レーザースキャナー（ＴＬＳ）】

地上にＬＳを設置し指定範囲にレーザーを連続的に照射することで、その反射波より対象物との相対位置（角度と
距離）を面的な３次元点群データとして取得する方法。
レーザー光を十分に反射しない物質（濡れた地表面等）には適さない。

○計測手法の概要

・ＴＬＳ本体
・３次元設計データ作成ソフトウェア
・点群処理ソフトウェア
・出来高算出ソフトウェア
・出来形帳票作成ソフトウェア

特
徴
・留
意
事
項

•地表面に植物が生息している場合においても計測可能（広葉樹等が過度に密な場合は不可）
•面的に計測が可能
•１人で計測が可能
•計測後のデータ処理に時間を要する
• 1回の計測範囲が狭いため広範囲な計測など器械の移動頻度が多い場合は手間を要する（例：盛土工のよう
に左右の法面と天端を分けて計測する場合）

•計測面が濡れているとレーザーが反射されないため計測できない
•機器の設置位置について測量が必要

○適用工種

○機器構成

土工、舗装工、路面切削工、護岸工、表層安定処理工等・固結工、固結工（スラリー撹拌工）、
法面工、基礎工、擁壁工、構造物工、土工1000m3未満

19
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測
定
基
準

 個々の計測値の規格値には計測精度として±50mmを含む
 計測密度は1点/m2（平面投影面積当たり）以上
 法肩、法尻から水平方向に±5cm以内に存在する計測点は、

標高較差の評価から除く。

測
定
箇
所

測
定
基
準

 施工延長40m（測点間隔25mの場合は50m）につき1箇所
 延長40m（又は50m）以下のものは1施工箇所につき2箇所
 基準高は各法肩で測定。

ただし、TS等光波方式またはRTK-GNSSを用いた出来形管
理要領（土工編）（案）の規定により測点による管理を行う場合
は、設計図書の測点毎。基準高は掘削部の両端で測定

測
定
箇
所

３次元計測技術を用いた出来形管理では、採用する管理方法（断面管理もしくは面管理）に応じて測定項目や規格
値が定められているため、注意が必要である。

※河川土工 盛土工の出来形管理基準及び規格値の例

掲載例 【２．土工編】

○出来形管理基準及び規格値

参照元：土木工事施工管理基準及び規格値（案） 令和4年3月 国土交通省 p.Ⅰ-4

測定項目 規格値

基準高 ▽ －50mm

法長 l
l＜5m －100mm
l≧5m 法長－2%

幅 w1,w2 －100mm

表1-2-1 測定項目及び規格値

※河川土工 盛土工の出来形管理基準及び規格値の例After：面管理Before：断面管理

表1-2-2 測定基準及び測定箇所

測定項目
規格値

平均値 個々の計算値

天端
標
高
較
差

－50mm －150mm

法面

4割＜勾配 －50mm －170mm
4割≧勾配
（小段含む）

－60mm －170mm

表1-2-3 測定項目及び規格値

表1-2-4 測定基準及び測定箇所

±5cm以内控除
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従来は、基準高・厚さ・幅を検尺テープ等により計測して出来形管理を実施していた。
⇒ICT活用工事により３次元計測技術を用いた面管理を実施することで、省力化・省人化を図る。

○出来形管理の変革イメージ

検尺テープ等による出来形管理

掲載例 【４．路面切削工編】

After：面管理Before：断面管理

 

ノンプリズム方式

：計測点

 

 
 

 

実施効果

・施工現場の省力化が期待できる。
・出来形管理帳票作成ソフトウェアによる出来高管理資料作成の短縮
・歩道や側道から交通規制が不要となり安全性を確保可能
・施工履歴データによる出来形管理では、計測作業の大幅な削減と施工サイクルの効率化
が図られる

・平坦性などのデータは維持管理に必要なデータとして引継ぎが可能

３次元計測技術による出来形管理※適用可能な計測技術は表1-4-5~6に記載

・竣工形状を３次元計測機器（TLS等）で取得した点群データから作成
した面データと、３次元設計データとの差分（標高較差等）で管理。

・ソフトウェアにより半自動で帳票作成。

・代表管理断面における高さ、幅を検尺テープ
で計測。

・計測結果を用いて手動で帳票作成

21
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測
定
基
準

 計測は切削面の全面とし、すべての点で設計面との厚さｔまたは標高較
差（切削）を算出

 計測密度は1点/m2（平面投影面積当たり）以上とする
 厚さまたは標高較差（切削）は現舗装高と切削後の基準高との差を算出
 厚さ（オーバーレイ）は40ｍ毎に「切削後の基準高とオーバーレイ後の基

準高の差を算出
 測定点は車道中心線、車道端及びその中心
 幅は、延長80ｍ毎に１ヶ所の割とし、延長80ｍ未満の場合は、2ヶ所／施

工箇所
 断面状況で、間隔、測点数を変更可能

測
定
箇
所

測
定
基
準

 厚さは40ｍ毎に「現舗装高と切削後の基準高の差」「切削後の
基準高とオーバーレイ後の基準高の差」で算出

 測定点は車道中心線、車道端及びその中心
 幅は、延長80ｍ毎に１ヶ所の割とし、延長80ｍ未満の場合は、

2ヶ所／施工箇所
 断面状況で、間隔、測点数を変えることが可能

測
定
箇
所

※切削オーバーレイ工の出来形管理基準
及び規格値の例

○出来形管理基準及び規格値

工種 測定項目
規格値

個々の測定値 10個の測定値の平均

切削
オーバー
レイ工

厚さ（切削） －7mm －2mm

厚さ（オー
バーレイ）

－9mm

幅 －25mm

延長 -100mm

平坦性 －
3mﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀｰ(σ)2.4mm以下
直読式(足付き)(σ)1.75mm以下

表1-4-1 測定項目及び規格値

表1-4-2 測定基準及び測定箇所

表1-4-3 測定項目及び規格値

表1-4-4 測定基準及び測定箇所

掲載例 【４．路面切削工編】

※切削オーバーレイ工の出来形管理基準
及び規格値の例

工種 測定項目
規格値

個々の測定値 10個の測定値の平均

切削
オーバー
レイ工

標高較差 －17mm －2mm

厚さ －9mm

幅 －25mm

延長 -100mm

平坦性 －
3mﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀｰ(σ)2.4mm以下
直読式(足付き)(σ)1.75mm以下

維持工事においては、
平坦性の項目を

省略することが出来る。
幅

厚さ

維持工事においては、
平坦性の項目を

省略することが出来る。
幅

厚さ

３次元計測技術を用いた出来形管理では、採用する管理方法（断面管理もしくは面管理）に応じて測定項目や規格
値が定められているため、注意が必要である。

参照元：土木工事施工管理基準及び規格値（案） 令和4年3月 国土交通省 p.Ⅰ-100,101

After：面管理Before：断面管理
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図1-4-4 標高較差・水平較差算出のイメージ図

○出来形管理方法：面管理における出来形管理

図1-4-3 必要となる面データのイメージ図

【出来形評価用の面データ】
計測点群データより作成された面データ

【３次元設計データ】
設計図書を元にTINで構成された面データ

【標高較差等の算出方法例】
出来形評価用の面データ及び３次元設計データにおける各ポイントとの離れを算出

出来形評価用データのポイント

３次元設計の面データ

出来形評価用の面データ

３次元設計データのポイント

標高差で管理
[高さの差を比べる]

標高較差

３次元設計データ

出来形評価用の面データ

掲載例 【４．路面切削工編】

1m

1m

面管理は、面データを規定されたメッシュサイズに変換し、出来形評価用の面データと3次元設計データから作成し
たポイント同士により標高較差又は水平較差を算出して規格値との比較・判定を行う。
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様式―31-2

出来形合否判定総括表

工種 路面切削工 測点　　No.1～No.3

種別 合否判定結果

規格値 判定
測
点

平均値 -1 mm -2 mm

最大値(差) -4 mm -7 mm

データ数 8000 点
1点/㎡以上

(7000点以上)

評価面積 7000 m2

棄却点数 0 点
0.3％以下

(21点以下)

平均値 -1 mm -2 mm

最大値(差) -12 mm -7 mm 規格値外

データ数 8000 点
1点/㎡以上

(7000点以上)

評価面積 7000 m2

棄却点数 22点
0.3％以下

(21点以下)

測定項目

標高較差

標高較差

○面管理における出来形管理図表の作成

掲載例 【４．路面切削工編】

【出来形分布図：ヒートマップ】 ■合格の場合

■異常値有の場合

規格値外

当該部位の個々の計測値に
対する規格値の割合

【凡例：％】

合格範囲

当該部位の個々の計測値に
対する規格値の割合

【凡例：％】

不合格の判定条件：規格値外
規定値100％超過：下図凡例の黒色範囲
データ数1点/m2未満
棄却点数0.3％超過

【出来形管理分布図の合否判定方法】

合格の判定条件
規定値100％以下：下図凡例の赤～青色範囲
データ数1点/m2以上
棄却点数0.3％以下

・作成した出来形管理表により、個々の測定項目毎（平均値、最大値（差）、最小値（差）、データ数、評価面積、棄
却点数）が規格値を満足しているか確認する。
・全ての測定項目が規格値を満足していた場合、出来形として合格となる。

路面切削工の例

【確認項目（不合格例）】
平 均 値 ：取得データ数（今回の場合は8,000点取得）の平均値であり、規格値-2mm）以下になっていかを確認

⇒今回の場合 規格値外（測定値-1mm）となっているため、合格。
最大値(差)：取得データ数（今回の場合は8,000点取得）の最大値であり、規格値（-7mm）以下になっているかを確認

⇒今回の場合、規格値外（測定値-12mm）となっているため、不合格となる。
データ数 ：判定に必要なデータ数であり、規格値（8,000点以上）のデータ数がとれているかを確認※

⇒今回の場合、規格値（8,000点以上）のデータ数となっているため、合格
※m2当たり１点以上のデータが必要であり、評価面積（施工面積）が7,000m2のため、

7,000点以上のデータ数が必要
評価面積 ：判定評価に必要な面積≒施工面積
棄却点数 ：異常値等除外してもよいデータ数であり、規格値（0.3%以下（21点以下））になっているかを確認

⇒今回の場合、規格値外（棄却点数22点）となっているため、不合格となる。

【合格例】
個々の測定値が全て規格値内を満足している。

【不合格例】
個々の測定値に対して規格値

を満足していない項目がある。

離れの計算結果の規格値に対する割合を示すヒートマップとして
－100%～＋100%の範囲で出来形評価用データのポイントごとに結
果を示す色をプロットするとともに、色の凡例を明示する。

・左記６項目全て
を確認。全て規格
値を満足している
ことを確認。
・一つでも規格値
外の項目があると
不合格となる。

・個々の規格値（-17mm）に対して±100%
（-17mm）以内であるため合格。

・個々の規格値（-17mm）に対して黒色の
着色（±100%以上（-20mm 以上）が
22点（21点以上）あるため、不合格。
※ヒートマップ上では見づらいので注意

■が22点あるため、不合格

規格値外

24


02_土工編_面管理



				様式―31-2 ヨウシキ

																出来形合否判定総括表 デキガタ ゴウヒ ハンテイ ソウカツヒョウ

						工種 コウシュ								道路土工 ドウロ ドコウ								測点　　No.1～No.3 ソクテン

						種別 シュベツ								路体盛土工 ロタイ モリドコウ								合否判定結果 ゴウヒ ハンテイ ケッカ



				測定項目 ソクテイ コウモク						規格値 キカク アタイ		判定 ハンテイ		測点 ソクテン

				天端
標高較差 テンバ ヒョウコウ カクサ		平均値 ヘイキンチ		-11 mm		±50 mm																										天端の
ばらつき テンバ		80％以内の割合 イナイ ワリアイ		100.0％		規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		1000

						最大値(差) サイダイチ サ		42 mm		150 mm																												50％以内の割合 イナイ ワリアイ		100％		規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		997

						最小値(差) サイショウチ サ		-62 mm		-150 mm																										天端の
ばらつき		80％以内の割合 イナイ ワリアイ		97.2％		規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		972

						データ数 スウ		1000 点 テン		1点/㎡以上
(1000点以上) テン イジョウ テン イジョウ																												50％以内の割合 イナイ ワリアイ		12.0％		規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		120

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		1000 m2

						棄却点数 キキャク テンスウ		0 点 テン		0.3％以下
(3点以下) イカ テン イカ

				天端
標高較差 テンバ ヒョウコウ カクサ		平均値 ヘイキンチ		-60 mm		±50 mm		規格値外 キカクチ ガイ

						最大値(差) サイダイチ サ		42 mm		150 mm

						最小値(差) サイショウチ サ		-62 mm		-150 mm

						データ数 スウ		1000 点 テン		1点/㎡以上
(1000点以上) テン イジョウ テン イジョウ

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		1000 m2

						棄却点数 キキャク テンスウ		6 点 テン		0.3％以下
(3点以下) イカ テン イカ		規格値外 キカクチ ガイ







02_土工編_断面管理

								様式―31-2 ヨウシキ

																																																				出来形管理図表 デキガタ カンリ ズヒョウ



										工種 コウシュ										盛土工 モリドコウ

										種別 シュベツ																																																																								測定者 ソクテイ シャ



								測点 ソクテン																																																測点 ソクテン																																																略　　　　図 リャク ズ



















								測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ

								規 格 値 キ カク アタイ						±50 mm																		規格値 キカクチ						±50 mm																		規 格 値 キ カク アタイ						±50 mm																		規格値 キカクチ						±50 mm

								測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ



																																No.１						100.000						100.002						2																														No.１						100.000						100.002						2

								平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.004						4						No.２						100.000						100.005						5						平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.004						4						No.２						100.000						100.005						5

								最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.022						22						No.３						100.000						100.012						12						最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.022						22						No.３						100.000						100.012						12

								最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						99.980						-25						No.４						100.000						100.021						21						最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						99.980						-25						No.４						100.000						100.021						21

								最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						99.994						-6						最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						99.994						-6

								データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1						データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1

								標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		m±13.47						No.７						100.000						99.980						-20						標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		m±24.24						No.７						100.000						99.949						-51

																																No.８						100.000						99.995						-5																														No.８						100.000						99.995						-5

																																No.９						100.000						100.005						5																														No.９						100.000						100.005						5

																																No.１０						100.000						100.022						22																														No.１０						100.000						100.052						52







No.１	No.２	No.３	No.４	No.５	No.６	No.７	No.８	No.９	No.１０	2	5	12	21	-6	1	-20	-5	5	22	



No.１	No.２	No.３	No.４	No.５	No.６	No.７	No.８	No.９	No.１０	1.9999999999953388	4.9999999999954525	12.000000000000455	21.000000000000796	-6.0000000000002274	1.0000000000047748	-51.000000000001933	-4.9999999999954525	4.9999999999954525	52.000000000006708	



計算値   50％  80％

規格値

規格値

規格値外

規格値外

計算値   50％  80％

規格値

規格値

規格値外

規格値外



03_舗装工編_面管理



				様式―31-2 ヨウシキ

																出来形合否判定総括表 デキガタ ゴウヒ ハンテイ ソウカツヒョウ

						工種 コウシュ								アスファルト舗装工 ホソウコウ								測点　　No.1～No.3 ソクテン

						種別 シュベツ								下層路盤工 カソウロバンコウ								合否判定結果 ゴウヒ ハンテイ ケッカ



				測定項目 ソクテイ コウモク						規格値 キカク アタイ		判定 ハンテイ		測点 ソクテン

				標高較差 ヒョウコウカクサ		平均値 ヘイキンチ		12 mm		40mm
-15mm																										標高較差
の
ばらつき ヒョウコウ カクサ		80％以内の割合 イナイ ワリアイ		90.0％		規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		7200

						最大値(差) サイダイチ サ		100 mm		90 mm		規格値外 キカクチ ガイ																										50％以内の割合 イナイ ワリアイ		80.0％		規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		6400

						最小値(差) サイショウチ サ		-45 mm		-90 mm

						データ数 スウ		8000 点 テン		1点/㎡以上
(7000点以上) テン イジョウ テン イジョウ

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		7000 m2

						棄却点数 キキャク テンスウ		0 点 テン		0.3％以下
(21点以下) イカ テン イカ



















03_舗装工編_断面管理（221101修正）

												様式―31 ヨウシキ

																																																								出来形管理図表 デキガタ カンリ ズヒョウ



														工種 コウシュ										アスファルト舗装工 ホソウ コウ

														種別 シュベツ												下層路盤層 カソウロバン ソウ																																																												測定者 ソクテイ シャ



												測点 ソクテン																																																測点 ソクテン																																																略　　　　図 リャク ズ







												設計値との差 セッケイチ サ																																																設計値との差 セッケイチ サ











												測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ

												規 格 値 キ カク アタイ						±90mm																		規格値 キカクチ						±90mm																		規 格 値 キ カク アタイ						±90mm																		規格値 キカクチ						±90mm

												測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ



																																				No.１						80.000						80.005						5																														No.１						80.000						80.005						5

												平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						80.000						80.011						11						No.２						80.000						79.990						-10						平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						80.000						79.991						-10						No.２						80.000						79.990						-10

												最 大 値 サイ ダイ アタイ						80.000						80.060						60						No.３						80.000						79.980						-20						最 大 値 サイ ダイ アタイ						80.000						80.060						60						No.３						80.000						79.980						-20

												最 小 値 サイ ショウ アタイ						80.000						79.980						-20						No.４						80.000						80.010						10						最 小 値 サイ ショウ アタイ						80.000						79.890						-110						No.４						80.000						80.010						10

												最 多 値 サイ タ チ						80.000						79.990						-10						No.５						80.000						80.030						30						最 多 値 サイ タ チ						80.000						79.990						-10						No.５						80.000						80.030						30

												データ数 スウ																		10						No.６						80.000						80.060						60						データ数 スウ																		10						No.６						80.000						80.060						60

												標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		28.13						No.７						80.000						80.050						50						標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		56.69						No.７						80.000						80.050						50

																																				No.８						80.000						79.990						-10																														No.８						80.000						79.900						-100

																																				No.９						80.000						79.980						-20																														No.９						80.000						79.890						-110

																																				No.１０						80.000						80.010						10																														No.１０						80.000						79.990						-10





				0.0266880123														No.1				No.2				No.3				No.4				No.5				No.6				No.7				No.8				No.9				No.10																No.1				No.2				No.3				No.4				No.5				No.6				No.7				No.8				No.9				No.10

				26.6880122902
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04_路面切削工編_面管理（221101修正）



						様式―31-2 ヨウシキ

																		出来形合否判定総括表 デキガタ ゴウヒ ハンテイ ソウカツヒョウ

								工種 コウシュ								路面切削工 ロメン セッサク コウ								測点　　No.1～No.3 ソクテン

								種別 シュベツ																合否判定結果 ゴウヒ ハンテイ ケッカ



						測定項目 ソクテイ コウモク						規格値 キカク アタイ		判定 ハンテイ		測点 ソクテン

						標高較差 ヒョウコウカクサ		平均値 ヘイキンチ		-1 mm		-2 mm																										標高較差
の
ばらつき ヒョウコウ カクサ		80％以内の割合 イナイ ワリアイ		90.0％		規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		7200

								最大値(差) サイダイチ サ		-4 mm		-7 mm																												50％以内の割合 イナイ ワリアイ		80.0％		規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		6400



								データ数 スウ		8000 点 テン		1点/㎡以上
(7000点以上) テン イジョウ テン イジョウ

								評価面積 ヒョウカ メンセキ		7000 m2

								棄却点数 キキャク テンスウ		0 点 テン		0.3％以下
(21点以下) イカ テン イカ

						標高較差 ヒョウコウカクサ		平均値 ヘイキンチ		-1 mm		-2 mm

								最大値(差) サイダイチ サ		-12 mm		-7 mm		規格値外 キカクチ ガイ



								データ数 スウ		8000 点 テン		1点/㎡以上
(7000点以上) テン イジョウ テン イジョウ

								評価面積 ヒョウカ メンセキ		7000 m2

								棄却点数 キキャク テンスウ		22点 テン		0.3％以下
(21点以下) イカ テン イカ







04_路面切削工編_断面管理（221101修正）

												様式―31 ヨウシキ

																																																								出来形管理図表 デキガタ カンリ ズヒョウ



														工種 コウシュ										路面切削工 ロメン セッサク コウ

														種別 シュベツ																																																																								測定者 ソクテイ シャ



												測点 ソクテン																																																測点 ソクテン																																																略　　　　図 リャク ズ







												設計値との差 セッケイチ サ																																																設計値との差 セッケイチ サ











												測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高 キジュンダカ

												規 格 値 キ カク アタイ						7mm																		規格値 キカクチ						7mm																		規 格 値 キ カク アタイ						7mm																		規格値 キカクチ						7mm

												測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ



																																				No.１						80.000						80.001						1																														No.１						80.000						80.000						0

												平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						80.000						79.999						-1.5						No.２						80.000						79.999						-1						平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						80.000						80						0.1						No.２						80.000						79.995						-5

												最 大 値 サイ ダイ アタイ						80.000						80.001						1						No.３						80.000						80.000						0						最 大 値 サイ ダイ アタイ						80.000						80						10						No.３						80.000						79.995						-5

												最 小 値 サイ ショウ アタイ						80.000						79.995						-5						No.４						80.000						79.998						-2						最 小 値 サイ ショウ アタイ						80.000						80						-5						No.４						80.000						79.998						-2

												最 多 値 サイ タ チ						80.000						80.000						0						No.５						80.000						79.998						-2						最 多 値 サイ タ チ						80.000						80						0						No.５						80.000						79.998						-2

												データ数 スウ																		10						No.６						80.000						79.995						-5						データ数 スウ																		10						No.６						80.000						79.995						-5

												標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		1.90						No.７						80.000						79.996						-4						標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		5.61						No.７						80.000						80.000						0

																																				No.８						80.000						79.998						-2																														No.８						80.000						80.010						10

																																				No.９						80.000						80.000						0																														No.９						80.000						80.010						10

																																				No.１０						80.000						80.000						0																														No.１０						80.000						80.000						0





				0.0018027756														No.1				No.2				No.3				No.4				No.5				No.6				No.7				No.8				No.9				No.10																No.1				No.2				No.3				No.4				No.5				No.6				No.7				No.8				No.9				No.10

				1.8027756377
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05_河川浚渫工編_面管理



				様式―31-2 ヨウシキ

																出来形合否判定総括表 デキガタ ゴウヒ ハンテイ ソウカツヒョウ

						工種 コウシュ		河川浚渫工 カセン シュンセツ コウ														測点　　No.1～No.1000 ソクテン

						種別 シュベツ		浚渫船運転工（バックホウ浚渫船） シュンセツ セン ウンテン コウ シュンセツ セン														合否判定結果 ゴウヒ ハンテイ ケッカ



				測定項目 ソクテイ コウモク						規格値 キカク アタイ		判定 ハンテイ		測点 ソクテン

				平場
標高較差 ヒラバ ヒョウコウ カクサ		平均値 ヘイキンチ		-79 mm		＋0mm以下 イカ																										標高較差の
ばらつき ヒョウコウ カクサ		80％以内の割合 イナイ ワリアイ		99.2％		規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		992

						最大値(差) サイダイチ サ		260 mm		＋400mm																												50％以内の割合 イナイ ワリアイ		88.7％		規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		887

						最小値(差) サイショウチ サ		-390 mm

						データ数 スウ		1000 点 テン		1点/㎡以上
(1000点以上) テン イジョウ テン イジョウ

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		1000 m2

						棄却点数 キキャク テンスウ		0 点 テン		0.3％以下
(3点以下) イカ テン イカ

				平場
標高較差 ヒラバ ヒョウコウ カクサ		平均値 ヘイキンチ		-58 mm		＋0mm以下 イカ

						最大値(差) サイダイチ サ		420 mm		＋400mm		異常値有 イジョウチ アリ

						最小値(差) サイショウチ サ		-390 mm

						データ数 スウ		1000 点 テン		1点/㎡以上
(1000点以上) テン イジョウ テン イジョウ

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		1000 m2

						棄却点数 キキャク テンスウ		4 点 テン		0.3％以下
(3点以下) イカ テン イカ		異常値有 イジョウチ アリ







05_河川浚渫工編_断面管理（221101追加）

								様式―31-2 ヨウシキ																																																																																																																										様式―31-2 ヨウシキ

																																																				出来形管理図表 デキガタ カンリ ズヒョウ																																																																																																																										出来形管理図表 デキガタ カンリ ズヒョウ



										工種 コウシュ										河川浚渫工 カセン シュンセツ コウ																																																																																																																工種 コウシュ										河川浚渫工 カセン シュンセツ コウ

										種別 シュベツ																																																																								測定者 ソクテイ シャ																																																		種別 シュベツ																																																																								測定者 ソクテイ シャ



								測点 ソクテン																																																測点 ソクテン																																																略　　　　図 リャク ズ																										測点 ソクテン																																																測点 ソクテン																																																略　　　　図 リャク ズ



















								測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																																												測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H キジュン タカ

								規 格 値 キ カク アタイ						+200mm以下 イカ																		規格値 キカクチ						+200mm以下 イカ																		規 格 値 キ カク アタイ						+200mm以下 イカ																		規格値 キカクチ						+200mm以下 イカ																																												規 格 値 キ カク アタイ						+200mm以下 イカ																		規格値 キカクチ						+200mm以下 イカ																		規 格 値 キ カク アタイ						+200mm以下 イカ																		規格値 キカクチ						+200mm以下 イカ

								測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ																																測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ



																																No.１						100.000						100.002						2																														No.１						100.000						100.002						2																																																								No.１						100.000						100.002						2																														No.１						100.000						100.002						2

								平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.009						9						No.２						100.000						100.005						5						平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.033						33						No.２						100.000						100.005						5																																平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.009						9						No.２						100.000						100.005						5						平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.033						33						No.２						100.000						100.005						5

								最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.022						22						No.３						100.000						100.011						11						最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.201						201						No.３						100.000						100.012						12																																最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.022						22						No.３						100.000						100.011						11						最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.201						201						No.３						100.000						100.012						12

								最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						100.000						0						No.４						100.000						100.021						21						最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						100.001						1						No.４						100.000						100.021						21																																最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						100.000						0						No.４						100.000						100.021						21						最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						100.001						1						No.４						100.000						100.021						21

								最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						100.000						0						最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						100.201						201																																最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						100.000						0						最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						100.201						201

								データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1						データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1																																データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1						データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1

								標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		7.44						No.７						100.000						100.010						10						標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		57.81						No.７						100.000						100.010						10																																標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		m±7.44						No.７						100.000						100.010						10						標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		m±57.81						No.７						100.000						100.010						10

																																No.８						100.000						100.012						12																														No.８						100.000						100.020						20																																																								No.８						100.000						100.012						12																														No.８						100.000						100.020						20

																																No.９						100.000						100.005						5																														No.９						100.000						100.005						5																																																								No.９						100.000						100.005						5																														No.９						100.000						100.005						5

																																No.１０						100.000						100.022						22																														No.１０						100.000						100.052						52																																																								No.１０						100.000						100.022						22																														No.１０						100.000						100.052						52







No.１	No.２	No.３	No.４	No.５	No.６	No.７	No.８	No.９	No.１０	1.9999999999953388	4.9999999999954525	12.000000000000455	21.000000000000796	200.99999999999341	1.0000000000047748	10.000000000005116	19.999999999996021	4.9999999999954525	52.000000000006708	



No.１	No.２	No.３	No.４	No.５	No.６	No.７	No.８	No.９	No.１０	1.9999999999953388	4.9999999999954525	10.99999999999568	21.000000000000796	0	1.0000000000047748	10.000000000005116	12.000000000000455	4.9999999999954525	22.000000000005571	



規格値

規格値

規格値外

計算値   50％  80％

規格値

規格値

規格値外

規格値外

計算値   50％  80％

規格値

規格値

規格値外

規格値外

計算値   50％  80％

規格値外

規格値



14_小規模土工編_面管理



				様式―31-2 ヨウシキ

																出来形合否判定総括表 デキガタ ゴウヒ ハンテイ ソウカツヒョウ

						工種 コウシュ								道路土工 ドウロ ドコウ								測点　　BP～EP ソクテン

						種別 シュベツ								路体盛土工 ロタイ モリドコウ								合否判定結果 ゴウヒ ハンテイ ケッカ



				測定項目 ソクテイ コウモク						規格値 キカク アタイ		判定 ハンテイ		測点 ソクテン

				法面
標高較差 ノリメン ヒョウコウ カクサ		平均値 ヘイキンチ		-14 mm		±70 mm																										法面の
ばらつき ノリメン		規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		85
(100%)				規格値±80％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ

						最大値(差) サイダイチ サ		40 mm		±160 mm																												規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ		85
(100%)				規格値±50％
以内のデータ数 キカクチ イナイ スウ

						最小値(差) サイショウチ サ		-72 mm		±160 mm

						データ数 スウ		85		1点/㎡以上
(17点以上) テン イジョウ テン イジョウ

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		16.4

						棄却点数 キキャク テンスウ		0 点 テン		0.3％以下
(3点以下) イカ テン イカ

				天端
標高較差 テンバ ヒョウコウ カクサ		平均値 ヘイキンチ		-14 mm		±70 mm

						最大値(差) サイダイチ サ		40 mm		±160 mm

						最小値(差) サイショウチ サ		-161 mm		±160 mm		異常値有 イジョウチ アリ

						データ数 スウ		85		1点/㎡以上
(17点以上) テン イジョウ テン イジョウ

						評価面積 ヒョウカ メンセキ		16.4

						棄却点数 キキャク テンスウ		0 点 テン		0.3％以下
(3点以下) イカ テン イカ		異常値有 イジョウチ アリ









14_小規模土工編_断面管理

								様式―31-2 ヨウシキ

																																																				出来形管理図表 デキガタ カンリ ズヒョウ



										工種 コウシュ										盛土工 モリドコウ

										種別 シュベツ																																																																								測定者 ソクテイ シャ



								測点 ソクテン																																																測点 ソクテン																																																略　　　　図 リャク ズ



















								測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ																		測定項目 ソクテイ コウモク						基準高H1 キジュン タカ

								規 格 値 キ カク アタイ						±50 mm																		規格値 キカクチ						±50 mm																		規 格 値 キ カク アタイ						±50 mm																		規格値 キカクチ						±50 mm

								測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ						測点又は
区別 ソクテン マタ クベツ						設計値
m セッケイチ						実測値
m ジッソクチ						差
mm サ



																																No.１						100.000						100.002						2																														No.１						100.000						100.002						2

								平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.004						4						No.２						100.000						100.005						5						平 均 値 ヒラ ヒトシ アタイ						100.000						100.004						4						No.２						100.000						100.005						5

								最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.022						22						No.３						100.000						100.012						12						最 大 値 サイ ダイ アタイ						100.000						100.022						22						No.３						100.000						100.012						12

								最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						99.980						-25						No.４						100.000						100.021						21						最 小 値 サイ ショウ アタイ						100.000						99.980						-25						No.４						100.000						100.021						21

								最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						99.994						-6						最 多 値 サイ タ チ						100.000						100.005						5						No.５						100.000						99.994						-6

								データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1						データ数 スウ																		n=10						No.６						100.000						100.001						1

								標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		m±13.47						No.７						100.000						99.980						-20						標準偏差 ヒョウジュン ヘンサ																		m±24.24						No.７						100.000						99.949						-51

																																No.８						100.000						99.995						-5																														No.８						100.000						99.995						-5

																																No.９						100.000						100.005						5																														No.９						100.000						100.005						5

																																No.１０						100.000						100.022						22																														No.１０						100.000						100.052						52







No.１	No.２	No.３	No.４	No.５	No.６	No.７	No.８	No.９	No.１０	2	5	12	21	-6	1	-20	-5	5	22	



No.１	No.２	No.３	No.４	No.５	No.６	No.７	No.８	No.９	No.１０	1.9999999999953388	4.9999999999954525	12.000000000000455	21.000000000000796	-6.0000000000002274	1.0000000000047748	-51.000000000001933	-4.9999999999954525	4.9999999999954525	52.000000000006708	



計算値   50％  80％

規格値

規格値

規格値外

規格値外

計算値   50％  80％

規格値

規格値

規格値外

規格値外
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国土交通省
関東地方整備局

いきなり全面的なＩＣＴ活用工事を実施するのではなく、３次元設計データ
を用いて、身近な作業を効率化することから始めてみる。

施工業者の技術レベルに応じ作業ステップ毎の活用方法について記載

目次構成

まずは３次元設計データを作成しよう

ICT建機による施

工は３次元設計
データの扱いに
慣れてから

25
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国土交通省
関東地方整備局

【一定勾配の床掘り】

①床掘りの始点と終点の２箇所を仕上
げる

↓
②仕上がった始点・終点の床に刃先を
あてて高さを記録し、始点・終点をつなぐ
一様勾配の設計データを作成

↓
③MGで一様勾配に床掘り

①バケットの刃先で１点計測するだけで無限平面を作成

②バケットの刃先で２点計測又は１点と勾配率を入力するだけで勾配面を作成

仮設の坂路や作業土工等、最終出来形ではない中間出来形の施工においては、精緻な3次元設計データを作り込
まなくても、以下の機能で簡便にガイダンス施工が可能

【施工基面の水平仕上げ】

①施工基面のうち１箇所のみ計画高さ
に仕上げる

↓
②計画高さに仕上がった箇所に刃先を
あてて
無限平面の設計データを作成

↓
③MGで周囲を水平に整形

活用例

活用例

掲載例 【簡単なICT建機向け３次元設計データ作成方法（現場で作成）】
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従来手法 30分/1箇所

3次元設計データを活用 10分/1箇所

作成時間
66%削減

丁張り設置に利用
• 座標計算などの事前準備不要
• 現場内のどこにでも丁張設置可能• 丁張り計算などの事前準備はいらない

• 丁張り設置位置は現場で好きなところに

• 丁張り無しで、構造物の設置誘導もできる

• 施工状況の把握も簡単

「３次元設計データ＋ＴＳ」で丁張り設置作業時間を短縮できます。

距離と角度を測る

トータルステーション（ＴＳ） データコレクタ３次元設計データ

掲載例 【３次元設計データを用いた丁張設置】
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３Ｄ設計データ＋TSを利用した簡単な丁張り設置方法（法丁張）

※丁張り設置手順は施工者毎に異なるが、3次元設計＋ＴＳで対応できる

水平離れ

① ②

水平離れ

マーキング

③ ④

丁張を掛ける要素（この例では法面）と
計測点の水平離れを確認し
基準杭、方向杭を設置
※３次元設計データがあれば、現場のどこにでも丁
張を設置することができる。

任意の高さに水平貫を設置

水平貫の端部と法面との
水平離れを確認しマーキング

マーキング箇所を基準に法面貫を設置
スラントで角度を決めて貫板を設置し
最後にＴＳで貫板上をチェックする

掲載例 【３次元設計データを用いた丁張設置】
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３Ｄ設計データ＋TSを利用した簡単な丁張り設置方法（門形丁張）

※TS・データコレクタを使用すれば、ワンマンでの作業が可能。

① ②データコレクタに、下記の数値を入力し、データコレクタに杭
の平面位置のガイダンスが表示されるので1本目の杭を逆
打ち

1）門形丁張を設置したい断面の測点番号
2）構造物のセンターラインから杭までの横断方向逃げ量

前掲①と同じやり方で、1本目の杭と同じ断面内に、2本目の杭
を逆打ちする
（データコレクタによる誘導機能で、1本目の杭と2本目の杭が
同じ測点番号になるようにする）

③ ・杭の高さを計測し、据え付ける構造物の
天端が来る高さを確認（1本のみ）
・構造物天端高さに、上げ超し量を足した
高さにマーキング（1本のみ）

マーキング

④ ・マーキングを上端または下端に合わせ、水平器で貫板を水平
にかける
・貫板上をTSで計測し、側溝内面のラインを割り出し釘と水糸を
かける

マーキング

【1本目の杭】
測点番号：No.10+3.0m
横断逃げ量：左1ｍ

【2本目の杭】
測点番号：No.10+3.0m
横断逃げ量：右1ｍ

R5.3追加
掲載例 【３次元設計データを用いた丁張設置】
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※出典：千代田測器「側溝ナビ3D」

表示画面

■Ｕ型側溝の位置出し誘導

据付位置への誘導や変化点の水平離れや標高離れが現地で確認することができるので、丁張設置
や側溝の位置出し誘導に活用できる。

土工及び舗装面だけではなく、構造物を含めたデータを作成することによって土工及び舗装面だけで
はなく、埋設物や付帯構造物に関しても一元管理が可能

活用効果
①事前の丁張計算が不要
②リアルタイムに設計との差が表示されるため、
丁張設置作業が効率的に

③断面間をソフトウェアによって自動計算されるため、
任意の位置に丁張を設置することが可能

■構造物の施工で３次元設計データを活用

活用効果
構造物の施

工で測量計算、
丁張を不要

掲載例 【３次元設計＋ＴＳの有効活用】
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○ ＩＣＴ活用工事では、直轄工事の実施件数は年々増加しているが、地域を基盤とするＣ、Ｄ等級の企業は、ＩＣＴ施工の
経験割合が低く、普及促進が必要

○ 関東地方整備局のホームページで各種ＩＣＴ施工の支援を展開 https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000021.html

ＩＣＴメールセンターＩＣＴ施工導入事例集 ＩＣＴ活用工事に関するＦＡＱ

受発注者支援施策（ＩＣＴメ－ルセンタ－及び事例集など）
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○地域を地盤とする建設業へのICT施工の普及拡大を目的に、関東地方整備局、埼玉県、さいたま市及び、埼玉県建設業協
会青年経営者部会の４者により令和３年１月２７日に設置した埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会の活動の一環として、
若手技術者のICT施工の導入に対する意識改革を目的とした「若手技術者によるICT施工ワークショップ」を開催した。

若手技術者によるICT施工ワークショップ 開催概要
●開催目的 ： 若手技術者が抱えるICT施工の導入に関する課題を

抽出し、導入に関する意欲向上が図れる方策を検討
●開催時期 ： 令和５年１１月３０日（木）
●開催場所 ： 関東DX・i-Construction人材育成センター
●参 加 者 ： 若手技術者（20歳～33歳）計13名

受注者側（ICT経験有り４名、ICT経験無し４名）
発注者側（埼玉県１名、さいたま市１名、関東地整３名）

●実施内容 ： ①座学講義 ②小規模施工実習 ③テーブルワーク
（テーマ『生産性向上』『働き方改革』『人材育成』）

実施結果

小規模施工実習状況 ワークショップ状況

各テーマに対する意見交換の結果
『生産性向上』
・小規模工事での適用や未経験企業のICT施工の普及が
必要。 ただし、費用面の適切な対応や現場毎の適用可
否の見極めが課題
・受注者の手戻り解消の課題解決のために受発注者間で
杭ナビ等共通のICT機器の活用が必要

『働き方改革』
・地方公共団体においても積極的な4週8休の取組が必要
実行には発注者による適切な工期設定が重要

・地方公共団体においてもASPの積極的導入が必要

『人材育成』
・現場の魅力発信、イメージアップを目的とした、受発
注者共催による現場見学会を開催が有効

参加者アンケート結果
・満足度は、全て「満足又はやや満足」という結果であり、「現場の
実情を知れて新鮮だった」「同世代の人と関われて勉強になった」
といった感想が得られた。
・ワークショップに参加してICTに関する意識･考え方が変わったとい
う意見が多く、「生産性向上に繋がるような技術があることを知っ
た」「積極的に活用することが重要」「他業者に負けたくない」と
いった前向きな感想が得られた。一方、「市町村レベルでは、国や
県に比べて工事規模が小さいため、活用できるか疑問である」と
いった実態あり、小規模工事を主とする市町村発注工事ではまだま
だ導入に課題があるようであった。

○特にICT未経験企業の参加者から前向きな回答を得ら
れたことから、参加者の意識改革に寄与したと思われる。
○国の工事では当たり前になりつつある工期の平準化や
週休２日、ASP導入、書類の簡素化等は、市町村レベル
ではまだまだ浸透していないと感じている意見がある。
そのため働き方改革を実行するには、真に前述の取組を
実行する必要がある。
●ワークショップでの意見を踏まえ、 直ちに実効性の
ある人材育成の取組として、建設現場の魅力発信に向け
た受発注者共催による現場見学会を開催していきたい。

若手技術者ワークショップ
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○地域を地盤とする建設業へのICT施工の普及拡大を目的に、関東地方整備局、埼玉県、さいたま市及び、
埼玉県建設業協会青年経営者部会の４者による埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会の活動の一環として、
ICT施工導入を決断できる建設業の経営者クラスの方を対象とした「ICT経営者セミナー」を開催した。

ICT経営者セミナー 開催概要

●開催目的：地域を地盤とする建設業の経営者クラスを対象にICT施工の裾野を広げるため開催
●開催時期：令和５年８月３１日（木）
●開催場所：埼玉建産連研修センター ２０１会議室
●参 加 者：埼玉県内建設業の経営者クラスの方、他（４０名）
●講演内容：講師①：金杉建設株式会社 代表取締役社長 吉川祐介 氏

講師②：ストラテジクスマネジメント株式会社 ICTソリューション事業部 吉田なぎさ 氏

参加者アンケート結果

23
11

6

経営者
役員

その他

参加者の役職

22

7

10

1

他社のICT施工への
取組に興味がある

今後、ICT施工の
導入を考えている

ICT施工とはどのような
ものか興味がある

その他

参加目的 ○参加目的として「他社のICT施工への取
組」に対する興味が、参加者の半数以上と
一番多かった。また、「今後、ICT施工の導
入を考えている」というが７名いた。
○セミナーの満足度は、８割以上が「満足
又はやや満足」という結果であり、「大変良
かった。明日から少しずつ実践したい。」と
いった感想をいただくことが出来た。
○一方、ICT導入や普及に対する課題に
ついて、「ICT機器のコスト」「人材育成」「
発注件数」といった意見もいただいた。

セミナー開催状況 吉川講師講演状況 吉田講師講演状況

※参加者（４０名）の８５％（３４名）が
経営者クラス（経営者又は役員）

第２弾 開催概要

国頭調整官講演状況

ICT経営者セミナーの第２弾として、栃木県、栃木県建設業

協会と共に開催した「とちぎインフラＤＸセミナー」において、
経営者向けの講演を実施
開催時期：令和５年１２月８日（金）
講師①：企画部国頭建設情報・施工高度化企画調整官
講師②：金杉建設株式会社 代表取締役社長 吉川祐介 氏

県土整備部長開会挨拶

ＩＣＴ経営者セミナー
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